
岡
村
正
人
先
生
に
つ
い
て
語
る
と
す
れ
ぱ
、
ま
ず

学
究
の
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
日
本
経
営
学
界
で

か
ポ
き
ん

は
「
掬
金
の
岡
村
L
 
と
い
う
こ
と
で
有
名
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
先
生
の
高
著
『
株
式
会
社
金
融
の
研
究
』

を
も
じ
っ
て
の
呼
び
方
で
あ
っ
た
。
先
生
に
は
、
処

女
作
の
『
株
式
金
融
論
」
(
昭
和
十
四
年
)
以
来
生

涯
十
七
冊
の
著
書
が
数
え
ら
れ
る
が
、
集
大
成
さ
れ

た
『
株
式
会
社
金
融
の
研
究
』
(
昭
和
二
十
五
年
、
改

訂
、
全
訂
そ
し
て
新
版
が
出
る
)
の
一
冊
に
尽
え
る

と
い
っ
て
過
言
で
な
い
。

同
書
が
、
わ
が
国
に
お
け
る
株
式
会
社
研
究
、
財

務
論
研
究
に
お
い
て
ど
う
し
て
も
避
け
て
通
る
こ
と

が
で
き
な
い
貴
重
な
書
物
、
今
や
古
典
的
文
献
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ど
う
し
て
そ
の
よ
う

に
一
言
え
る
の
か
、
こ
こ
で
小
ノ
し
述
べ
て
み
る
こ
と
に

ひ
と
つ
ぱ
し

し
よ
う
。
わ
が
国
の
株
式
会
社
研
究
は
一
橋
学
派
の

上
田
貞
次
郎
教
授
そ
し
て
そ
の
弟
子
の
増
地
庸
治

.
」
 
1
 
と

こ
占
し

郎
教
授
を
も
っ
て
噛
矢
と
す
る
。
泰
斗
上
田
教
授
は
、

、

、

、
、

、
、
、

大
正
期
に
株
式
会
社
の
経
済
的
本
質
を
証
券
制
度
で

あ
る
と
初
め
て
明
快
に
規
定
し
て
世
人
の
注
目
を
集

め
た
。
と
こ
ろ
が
、
弟
子
の
増
地
教
授
(
日
本
の
経

営
学
の
創
設
者
)
は
、
昭
和
初
期
に
師
の
上
田
説
を

、
、
、

、

、

正
統
に
継
承
せ
ず
、
株
式
会
社
の
経
営
経
済
的
本
質

と
し
て
企
業
形
態
論
的
な
把
握
を
し
た
。
つ
ま
り
、

正

証
券
制
度
論
で
は
な
か
っ
た
。
い
わ
ぱ
株
式
会
社
本

質
論
が
ち
が
っ
た
方
向
に
進
み
始
め
た
の
で
あ
る
。

一
橋
学
派
で
は
こ
の
増
地
説
の
た
め
に
、
株
式
会
社

研
究
は
一
頓
座
を
き
た
し
た
。
日
本
の
株
式
会
社
論

は
上
田
説
に
回
帰
さ
せ
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
の
が

実
は
同
志
社
の
岡
村
先
生
で
あ
っ
た
。
岡
村
先
生
に

よ
っ
て
日
本
の
株
式
会
社
研
究
が
立
ち
直
っ
た
と
言

え
よ
う
0

先
生
の
講
義
で
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
の
だ
が
、

「
株
式
会
社
の
基
本
的
特
徴
は
資
本
の
証
券
化
に
ょ

る
資
本
集
中
、
つ
ま
り
証
券
金
融
で
あ
る
」
と
い
う

言
葉
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
増
地
教
授
に
ょ
り
違
っ
た

規
定
を
受
け
た
株
式
会
社
の
本
質
論
が
、
岡
村
先
生

の
こ
の
言
葉
に
ょ
る
軌
道
修
正
で
正
し
い
位
置
を
占

、
、
、

、

、

め
た
と
私
は
思
う
。
上
田
説
の
証
券
制
度
論
が
岡
村

、
、
、
、

、

先
生
に
ょ
っ
て
証
券
金
融
論
と
し
て
正
統
に
受
け
継

が
れ
発
展
さ
せ
ら
れ
た
と
一
言
え
る
。
学
生
の
頃
は
よ

く
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
の
言
葉
の
意
味
も
、
後
に
な

つ
て
な
る
ほ
ど
と
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

『
株
式
会
社
金
融
の
研
究
』
が
経
営
学
界
に
投
げ
か

け
た
波
紋
は
大
き
か
っ
た
。
同
書
は
単
に
株
式
会
社

の
本
質
規
定
の
問
題
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
か

ら
派
生
す
る
株
式
と
社
債
を
め
ぐ
る
財
務
問
題
さ

ら
に
株
式
会
社
支
配
の
問
題
で
、
後
進
の
多
く
の
経

故岡村正人先生を偲んで

木久司
(大学商学部教授)
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営
学
徒
に
良
き
示
唆
を
与
え
て
き
た
。
私
な
ど
自
分

の
研
究
や
講
義
で
、
先
生
の
遺
産
の
恩
恵
を
一
番
多

く
受
け
て
き
て
い
る
。
学
究
を
目
指
す
私
に
と
っ
て
、

お

先
生
の
死
は
正
に
巨
星
墜
っ
の
感
が
深
い
。

先
生
は
、
以
上
の
研
究
業
績
の
ほ
か
に
、
早
く
か

ら
そ
の
能
力
を
買
わ
れ
て
同
志
社
大
学
研
究
所
長

(
現
人
文
科
学
研
究
所
長
)
、
学
校
法
人
同
志
社
理
事

そ
し
て
同
志
社
大
学
商
学
部
長
の
要
職
に
つ
い
て
こ

ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
執
務
状
況
は
研
究
面
で
の
態

度
と
同
様
に
き
わ
め
て
堅
実
で
あ
っ
た
と
伺
っ
て
い

る
。
ま
た
教
育
面
で
も
、
先
生
の
真
塾
な
態
度
に
学

生
が
好
感
を
も
ち
、
先
生
の
「
経
営
学
演
習
」
に
集

ま
る
学
生
数
は
ひ
と
き
わ
群
を
抜
い
て
い
た
。
岡
村

演
習
は
当
時
。
有
名
ゼ
ミ
0
 
で
あ
り
、
競
争
激
甚
で

定
員
枠
に
入
る
こ
と
は
容
易
で
な
か
っ
た
。
岡
村
演

習
の
卒
業
生
の
会
を
「
正
志
会
」
と
言
っ
て
い
る
が
、

昭
和
二
十
六
年
三
月
の
第
一
回
卒
業
生
か
ら
昭
和
五

十
四
年
三
月
の
第
二
十
九
回
卒
業
生
ま
で
、
人
数
は

九
六
二
人
(
特
別
会
員
十
五
人
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
)

の
多
く
を
擁
し
て
い
る
。
卒
業
生
は
萎
X
の
ご
と
き

先
生
を
慕
い
、
先
生
も
ま
た
よ
く
学
生
の
面
倒
を
見

て
こ
ら
れ
た
。
二
年
に
一
回
の
「
正
志
会
L
の
集
い
に

け
い
が
い

は
多
く
の
会
員
が
出
席
し
、
先
生
の
咳
に
接
し
て

き
た
。
平
成
三
年
の
正
志
会
総
会
ま
で
先
生
の
元
気

な
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
年
の
四
月
一
日

に
逝
去
さ
れ
て
四
月
十
一
日
の
正
志
会
は
主
な
き
総

会
と
な
っ
た
。
誠
に
寂
容
に
た
え
な
い
思
い
で
あ
る
。

先
生
は
学
生
に
暖
か
い
配
慮
を
惜
し
ま
れ
な
か
っ

た
が
、
そ
れ
に
は
早
く
に
一
人
息
子
を
亡
く
さ
れ
た

悲
し
い
思
い
が
、
学
生
へ
の
愛
情
へ
と
取
っ
て
代
っ

た
と
一
言
わ
れ
る
。
息
子
さ
ん
の
葬
式
の
と
き
、
涙
さ

れ
る
先
生
を
見
て
私
も
も
ら
い
泣
き
し
た
。
晩
年
に

奥
様
に
先
立
た
れ
た
先
生
は
、
よ
く
淋
し
さ
を
吐
露

さ
れ
て
い
た
が
、
私
に
。
夫
婦
仲
良
く
し
ろ
よ
0
 
と

度
々
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
先
生
の
人
間
味
あ
る
一
面
は
長
い
お

付
き
合
い
の
な
か
で
看
取
で
き
た
が
、
私
に
と
っ
て

は
学
究
と
し
て
生
き
る
上
で
先
生
は
や
は
り
厳
し
い

人
で
あ
っ
た
。
ふ
だ
ん
の
会
話
で
も
慎
重
な
発
言
を

要
求
さ
れ
た
し
、
た
え
ず
自
己
研
鎖
を
望
ま
れ
た
。

著
書
『
株
式
会
社
金
融
の
研
究
』
は
む
つ
か
し
い
内

容
を
平
易
に
説
い
た
点
で
定
評
が
あ
っ
た
が
、
先
生

は
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
い
表
現
を
好
ま
れ
た
。

百
己
に
厳
し
く
平
易
な
表
現
を
心
が
け
る
へ
こ
れ

が
先
生
の
モ
ッ
ト
ー
で
も
あ
っ
た
。
先
生
は
日
本
酒

を
好
ま
れ
、
酒
が
入
る
と
需
風
発
と
な
る
が
、
お

お
む
ね
話
は
学
問
的
な
も
の
が
多
か
っ
た
。
正
に
先

生
は
学
究
の
人
と
一
言
え
た
。

あの人・この人

.岡村正人氏略歴●
]908年H月30日福岡県筑紫郡春日村(現在・春日市)に生

まれる

1933年3月同志社大学法学部経済学科卒業
19U年4月同志社大学法学部教授
1949年4月同志社大学商学部教授
1955年4月~1957年8月

同志社大学人文科学研究所長

1955年6月~1963年8月

学校法人同志社理事

1964年4月~1968年3月

同志社大学商学部長

1979年3月定年退職

1979年4月同志社大学名誉教授の称号を受く
1993年4月1日 12時50分永眠 84歳
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先
生
が
『
株
式
会
社
金
融
の
研
究
を
昭
和

二
十
五
年
に
上
梓
さ
れ
て
か
ら
四
十
余
年
が
経

過
し
た
。
そ
の
間
に
、
株
式
会
社
本
質
論
も
変

わ
り
、
そ
し
て
株
式
会
社
金
融
の
研
究
も
大
き

く
変
わ
り
つ
っ
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
財
務
論
の
研

究
、
そ
し
て
先
生
の
得
意
と
さ
れ
た
会
社
支
配

論
も
様
相
を
異
に
し
つ
つ
ぁ
る
。
こ
れ
ら
の
問

題
を
新
た
に
ど
の
よ
う
に
理
解
し
展
開
す
べ
き

新
島
襄
墨
影
本
の
掛
軸
を
頒
布

同
志
社
の
創
立
者
新
島
襄
の
書
簡
・
色
紙
な
ど

の
遺
墨
に
接
す
る
機
会
は
少
な
く
、
せ
め
て
複
製

さ
れ
た
色
紙
で
も
欲
し
い
と
の
ご
要
望
に
応
え

て
、
影
本
を
、
四
点
作
成
頒
布
し
て
い
ま
す
。

こ
の
影
本
は
、
新
島
襄
が
元
治
元
年
、
函
館
か

ら
の
脱
国
に
成
功
し
た
後
航
海
日
記
に
書
き
と

め
ら
れ
た
漢
詩
お
よ
び
明
治
二
二
年
秋
か
ら
二
三

年
春
に
か
け
て
、
そ
の
心
情
を
吐
鴛
さ
れ
た
詩
歌

の
遺
墨
の
中
か
ら
選
ん
だ
も
の
で
、
同
志
社
関
係

か
、
先
生
か
ら
後
事
を
託
さ
れ
て
い
る
が
、
私

に
と
っ
て
前
途
遼
遠
の
感
が
あ
る
。
新
た
な
株

式
会
社
論
を
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
る
か
、
こ

れ
は
先
生
か
ら
与
え
ら
れ
た
宿
題
で
あ
る
:
先

生
を
偲
ん
で
、
の
一
文
を
し
た
た
め
な
が
ら
、

こ
の
思
い
を
新
た
に
し
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て

も
わ
れ
わ
れ
学
徒
に
と
っ
て
言
え
る
こ
と
は
、

『
株
式
会
社
金
融
の
研
究
』
が
株
式
会
社
研
究
や

者
の
み
で
な
く
、
一
般
社
会
に
も
強
く
訴
え
る
も

の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

掛
軸
(
影
本
)

貢
)
一
幅
一
三
、
五
0
0
円

(
1
)
、
(
J
)
一
幅

、

五
0
0
円

八

貪
)
「
男
児
泱
志
馳
千
里
自
嘗
苦
辛
豈
思
家

却
笑
春
風
吹
雨
夜
枕
頭
尚
夢
故
園
花
L

慶
応
元
年
三
月
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ

1
号
船
上
で
作
ら
れ
た
詩
を
明
治
一
六

年
正
月
改
め
て
浄
書
さ
れ
た
。

(
1
)
「
不
止
月
下
併
能
越
践
渉
八
州
是
我
分

壮
図
却
促
男
児
涙
滴
々
濯
為
纓
々
文
」

明
治
二
二
年
三
月
新
潟
伝
道
に
従
事
し
て

い
た
卒
業
生
広
津
友
信
に
お
く
ら
れ
た
詩
。

財
務
論
研
究
に
と
っ
て
、
依
然
貴
重
な
、
生
命

あ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
同
書

を
め
ぐ
っ
て
、
同
志
社
大
学
の
学
生
に
対
し
、

現
在
も
誇
り
と
自
信
を
も
っ
て
講
義
で
き
る
こ

と
を
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
る
。
先
生
は
、
私

ど
も
に
良
き
財
産
を
遺
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
う
か
安

ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

(
J
)
「
い
し
か
ね
も
透
れ
か
し
と
て
一
筋
に

射
る
矢
に
こ
む
る
大
丈
夫
の
意
地
L

明
治
二
三
年
一
月
五
日
「
送
歳
の
詩
」
と
同

様
大
磯
百
足
屋
で
詠
ま
れ
た
和
歌
。

◎
購
入
ご
希
望
の
方
は
左
記
へ
直
接
電
話
ま
た

は
文
書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
代
金
お
よ
び
送
料
は
現
品
送
付
の
際
、
振
込

用
紙
を
同
封
し
ま
す
か
ら
後
日
ご
送
金
く
だ
さ

)
0

し

製
作
日
数
の
関
係
で
、
納
品
が
一
力
月
程
度

遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

取
扱
い
・
同
志
社
収
益
業
課

京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
鳥
丸
東
入

電
話
(
0
七
五
1
二
五
一
 
1
三
0
三
七

.

八



私
た
ち
の
敬
愛
し
て
や
ま
な
い
加
藤
テ
ィ
先
生

.
)
、

去
る
六
月
十
四
日
(
月
)
午
前
七
時
十
六
分
、

力遂
に
天
に
召
さ
れ
た
。
百
歳
と
三
ケ
月
で
あ
っ
た
。

昨
年
五
月
に
は
先
生
の
白
寿
を
祝
っ
て
、
女
子
大
音

楽
学
科
の
卒
業
生
を
中
心
と
す
る
教
え
子
、
関
係
者

が
約
八
十
名
集
ま
り
、
先
生
ご
所
望
の
中
華
料
理
を

囲
ん
で
楽
し
い
時
を
持
っ
た
。
ま
た
六
月
と
九
月
に

は
愛
弟
子
の
声
楽
の
方
々
に
ょ
る
お
祝
と
感
謝
の
演

奏
会
が
あ
り
、
先
生
は
熱
心
に
ご
指
導
さ
れ
、
と
て

も
お
喜
び
だ
っ
た
。
し
か
し
暮
頃
か
ら
次
第
に
体
力

を
失
わ
れ
、
本
年
三
月
二
日
、
百
歳
の
お
誕
生
日
は

最
早
、
教
え
子
た
ち
で
お
祝
い
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
あ
の
温
顔
そ
し
て
幕
力
の
あ
る
よ
く

透
る
お
声
は
、
今
な
お
私
た
ち
の
心
に
生
き
て
い
る
。

か
つ
て
同
志
社
に
は
何
人
か
の
加
藤
先
生
が
お
ら

れ
た
の
で
、
私
た
ち
は
。
テ
ィ
先
生
0
 
と
親
し
み
を

こ
め
て
お
呼
び
し
て
い
た
。
テ
ィ
先
生
は
あ
の
時
代

の
日
本
女
性
に
は
珍
ら
し
い
屈
託
の
な
ミ
包
容
力

と
底
力
を
持
っ
た
方
だ
っ
た
。
先
生
の
生
い
立
ち
を

探
る
と
、
そ
れ
は
な
る
程
と
う
な
ず
か
れ
る
。

テ
ィ
先
生
は
元
の
姓
を
清
水
と
い
わ
れ
、
幼
少
の

頃
よ
り
、
母
方
の
お
祖
父
様
に
引
取
ら
れ
、
目
に
入

れ
て
も
痛
く
な
い
程
可
愛
が
ら
れ
て
成
長
さ
れ
た
。

所
は
青
森
県
南
津
軽
郡
藤
崎
村
。
祖
父
の
清
水
理
兵

衛
氏
(
天
保
八
生
)
は
藤
崎
村
の
初
代
村
長
で
あ
り
、

一
八
八
五
(
明
治
一
八
)
年
に
本
多
庸
一
先
生
か
ら

洗
礼
を
う
け
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ
た
。
人
徳
高

く
、
私
財
を
献
げ
て
村
の
小
学
校
や
教
会
創
立
に
力

を
つ
く
さ
れ
た
。
そ
し
て
次
男
(
テ
ィ
の
母
の
兄
、

明
治
元
生
)
瀧
次
郎
が
弘
前
市
の
東
奥
義
塾
を
卒
業

す
る
と
、
は
る
ば
る
京
都
・
同
志
社
の
新
島
襄
先
生

の
も
と
に
送
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
一
八
八
五
(
明
治
一
八
)
年
、
父
と
共
に

洗
礼
を
う
け
た
清
水
瀧
次
郎
氏
十
八
歳
の
時
で
あ
っ

た
。
未
だ
鉄
道
と
て
な
く
、
た
だ
新
島
先
生
を
慕
う

思
い
で
四
百
里
の
道
を
徒
歩
で
四
十
日
か
け
て
京
都

に
着
い
た
と
の
事
で
あ
る
。
二
年
間
新
島
先
生
の
下

で
学
ん
だ
が
(
学
友
に
士
倉
龍
次
郎
氏
)
、
先
生
の
す

す
め
に
ょ
り
、
先
生
の
添
書
を
も
っ
て
ア
メ
リ
カ
に

留
学
し
た
。
そ
の
三
年
後
に
新
島
先
生
は
永
眠
さ
れ
、

そ
の
打
撃
は
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
瀧
次
郎
青
年
は

通
算
十
二
年
間
ア
メ
リ
カ
に
留
ま
っ
て
地
質
学
を
習

得
、
帰
国
後
は
鉱
山
発
掘
に
従
事
し
、
そ
の
後
台
湾

に
水
力
電
気
会
社
を
創
始
す
る
。

さ
て
テ
ィ
先
生
が
弘
前
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
小
学
校

を
卒
業
し
た
頃
瀧
次
郎
伯
父
は
台
湾
か
ら
戻
り
、

東
京
.
小
石
川
に
一
家
を
構
え
て
お
ら
れ
た
。
そ
こ

で
テ
ィ
先
生
は
東
京
に
出
て
、
こ
の
お
宅
か
ら
本
多

あの人・この人

故加藤テイ先生を偲んで

有賀のゆり
(女子大学教授)
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庸
一
先
生
が
学
院
長
の
青
山
女
学
院
に
通
学
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
毎
日
夕
飯
が
終
る
と
十
二

歳
位
の
テ
ィ
先
生
を
前
に
、
伯
父
様
の
新
島
先
生
崇

拝
論
が
始
ま
る
。
具
体
的
な
内
容
は
忘
れ
て
し
ま
っ

た
が
、
そ
の
話
を
聞
く
中
に
、
京
都
と
同
志
社
へ
の

憧
れ
に
似
九
も
の
が
自
分
の
心
に
宿
っ
た
よ
う
に
思

う
、
と
テ
ィ
先
生
は
晩
年
よ
く
述
懐
さ
れ
た
。
し
か

し
後
年
、
そ
の
同
志
社
と
京
都
で
長
い
人
生
の
ほ
と

ん
ど
を
過
し
生
涯
を
全
う
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
と

そ
の
時
、
夢
に
も
思
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

、

はつ
大青

山
へ
の
通
学
は
遠
く
、
病
で
倒
れ
た
テ
ィ
先
生

は
、
途
中
で
東
京
府
女
子
師
範
学
校
に
転
校
し
て
卒

業
さ
れ
た
。
そ
の
あ
と
音
楽
学
校
に
進
学
さ
れ
る
の

で
あ
る
が
、
そ
の
要
因
は
や
は
り
伯
父
様
宅
が
源
だ

つ
た
。
二
軒
お
い
て
隣
り
に
幸
田
邸
が
あ
り
、
露
伴

の
き
ょ
う
だ
い
で
洋
行
帰
り
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
幸
田

延
、
ハ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
安
藤
幸
の
両
女
史
が
お
ら
れ
、

心
地
よ
い
音
楽
が
聞
え
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
家
で

は
伯
父
様
が
熱
心
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
ょ
く
讃
美
歌

を
歌
い
、
自
熱
に
音
楽
が
好
き
に
な
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。

念
願
の
東
京
音
楽
学
校
(
現
東
京
芸
さ
を
一
九

七
(
大
正
六
)
年
卒
業
翌
年
奈
良
県
女
子
師
範

学
校
教
諭
と
な
ら
れ
た
。

こ
の
頃
、
奈
良
の
素
封
家
で
音
楽
愛
好
家
の
邸
宅

で
し
ば
し
ば
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、
妙
齢

の
テ
ィ
先
生
は
こ
こ
で
、
夫
と
な
る
べ
き
加
藤
勝
意

氏
と
運
命
の
出
合
い
を
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
加
藤

勝
意
氏
は
一
八
九
五
(
明
治
二
八
)
年
に
高
知
に
生

ま
れ
祖
母
の
代
か
ら
の
士
佐
教
会
の
熱
心
な
信
者

で
あ
っ
た
。
同
志
社
大
学
で
は
経
済
を
専
攻
し
た
が

(
大
正
七
年
卒
)
、
大
の
音
楽
好
き
で
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ

で
歌
い
、
バ
イ
オ
リ
ン
も
弾
き
、
同
志
社
マ
ン
ド
リ

ン
ク
ラ
プ
の
創
設
(
大
正
九
)
に
か
か
わ
っ
た
六
名

の
一
人
で
あ
る
。
そ
の
上
、
ハ
ン
サ
ム
で
、
い
か
に

も
同
志
社
ボ
ー
イ
ら
し
く
、
あ
ん
な
善
い
人
は
い
な

か
っ
た
。
と
テ
ィ
先
生
は
繰
り
返
し
語
っ
て
お
ら
れ

た
そ
う
で
あ
る
。
結
婚
は
一
九
二
0
 
(
大
正
九
)
年

八
月
、
勝
意
氏
二
十
五
歳
、
テ
ィ
先
生
二
十
七
歳
で

あ
っ
た
0

と
こ
ろ
で
高
知
の
士
佐
教
会
は
、
横
浜
の
ジ
エ
ー

ム
ズ
・
バ
ラ
塾
で
本
多
庸
一
と
殆
ん
ど
時
を
同
じ
く

し
て
学
ん
だ
杉
浦
義
一
青
年
(
一
八
八
七
S
一
八
九

一
己
が
、
入
信
後
同
志
社
の
英
学
校
お
よ
び
神
学

校
で
学
び
、
牧
師
と
し
て
高
知
に
招
か
れ
て
創
立
し

た
教
会
で
あ
る
。
そ
の
創
立
に
あ
た
っ
て
は
、
杉
浦

牧
師
は
新
島
先
生
の
指
導
を
仰
い
で
い
る
。
す
な
わ

●加藤テイ氏略歴●

1893年3月2日生まれ

1917年3月東京音楽学校(現東京芸大)卒業
1951年7月同志社女子大学教授

1955年12月教科用図書検定調査審議会調査員を依嘱
1956年4月同志社女子大学音楽専攻科主任

1958年3月定年退職

1974年9月毎日新聞NHK主催日本音楽コンクール顧問
音楽をオルガ・カラスロヴァ女史に師事1927年

ヒアノをコンパニオン氏に師事

1928年より関西音楽団体に於て130回以上出演

1930年より宗教音楽研究に従事、研究発表
京教音楽家クラブより表彰1982年

1993年6月14日午前 7時16分没享年100歳3 ケ月
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ち
横
浜
で
播
か
れ
た
信
仰
の
種
が
、
一
方
で
は

本
多
庸
一
を
通
し
て
東
北
へ
、
他
方
で
は
杉
浦

義
一
を
通
し
て
西
へ
と
拡
が
っ
た
。
そ
う
し
て

ふ
し
ぎ
な
神
の
み
手
が
、
北
国
の
テ
ィ
先
生
と
、

西
の
南
国
の
加
藤
勝
意
を
結
び
合
わ
せ
た
の
で

あ
る
。
し
か
も
そ
の
両
者
の
背
後
に
新
島
先
生

の
影
響
が
働
い
て
い
た
。

結
婚
さ
れ
た
テ
ィ
先
生
は
、
銀
行
員
の
夫
勝

意
氏
に
従
っ
て
千
葉
を
皮
切
り
に
転
々
と
さ
れ

る
が
、
転
勤
の
先
々
で
女
学
校
の
音
楽
の
先
生

を
続
け
ら
れ
た
。
そ
の
間
、
千
葉
で
長
女
道
子

さ
ん
、
次
女
博
子
さ
ん
が
誕
生
、
関
西
に
一
戻
っ

て
京
都
府
立
第
二
高
女
の
教
諭
時
代
に
三
女
雅

子
さ
ん
(
現
石
村
雅
子
女
子
大
名
誉
教
遥
が

誕
生
さ
れ
た
。
三
人
の
子
宝
に
恵
ま
れ
た
喜
び

も
束
の
間
、
一
年
と
三
ケ
月
で
、
大
阪
在
住
中
、

最
愛
の
夫
君
勝
意
氏
と
死
別
さ
れ
る
。
一
九
二

七
(
昭
和
二
)
年
六
月
十
八
日
、
テ
ィ
先
生
は

三
十
四
歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
。

こ
の
悲
し
い
出
来
事
を
転
機
と
し
て
、
テ
ィ

先
生
は
本
気
で
勉
強
を
始
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
早
速
九
月
か
ら
、
既
に
嘱
託
で
教
え
て
い

た
大
阪
府
立
夕
陽
丘
高
女
の
教
諭
と
な
り
、
同

時
に
神
戸
に
住
む
カ
ラ
ス
ロ
ヴ
ァ
女
史
(
白
系

ロ
シ
ャ
人
)
に
声
楽
を
、
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
氏
に
ピ
ア

ノ
を
師
事
し
て
、
音
楽
を
基
礎
か
ら
や
り
直
す
つ
も

り
で
県
命
に
勉
強
さ
れ
た
。
丁
度
そ
の
頃
、
大
阪
に

B
K
放
送
局
(
現
N
H
K
大
阪
)
が
開
設
さ
れ
、
カ

ラ
ス
ロ
ヴ
ァ
先
生
ら
の
推
薦
で
、
貴
重
な
ア
ル
ト
歌

手
と
し
て
活
躍
が
始
ま
る
。
折
も
折
、
同
志
社
の
女

子
部
で
柳
兼
子
先
生
(
宗
悦
夫
人
)
に
続
い
て
音
楽

を
教
え
て
い
た
竹
内
禎
先
生
(
栖
鳳
画
伯
の
長
男
の

夫
人
)
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
の
た
め
後
任
と
し
て

来
て
く
れ
な
い
か
、
と
の
誘
い
が
か
か
っ
た
。
一
九

二
九
(
昭
和
四
年
、
松
田
道
校
長
の
時
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
厳
し
い
ク
ラ
ッ
プ
先
生
の
試
験
に
も
合
格
、

そ
の
四
月
か
ら
同
志
社
女
子
専
門
学
校
の
教
員
と
な

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
以
来
三
十
四
年
間
、
先
生
は
同

志
社
の
女
子
部
で
教
え
続
け
て
下
さ
っ
た
。

私
が
最
初
に
先
生
の
存
在
を
意
識
し
た
の
は
小
学

校
の
低
学
年
の
一
九
三
五
(
昭
和
一
 
0
)
年
頃
の
こ

と
。
私
が
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
た
鴛
渕
百
合
子
先
生

(
邵
子
、
紹
子
女
子
大
教
授
の
母
{
邑
と
、
テ
ィ
先
生

の
門
下
生
と
の
合
同
の
発
表
会
が
日
仏
学
館
で
あ
っ

た
。
今
か
ら
考
え
る
と
そ
の
頃
お
二
人
は
共
に
、
女

子
部
の
課
外
音
楽
で
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
お
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
高
女
部
(
現
女
子
中
)
に
入
学
す
る
と
二

年
目
に
音
楽
の
授
業
が
テ
ィ
先
生
に
な
り
嬉
し
か
っ

た
。
す
で
に
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
て
お
り
、
世
は

軍
国
調
で
あ
っ
た
が
、
先
生
は
少
し
も
意
に
介
さ
な

い
顔
で
、
音
楽
的
に
す
ぐ
れ
た
歌
曲
・
合
唱
曲
を
沢

山
教
え
て
下
さ
っ
た
。
ち
な
み
に
戦
時
中
は
同
志
社

の
キ
ャ
ン
パ
ス
も
荒
漠
と
し
た
雰
囲
気
に
な
っ
て
い

る
の
を
憂
い
、
当
時
大
学
の
神
学
科
主
任
で
自
称
名

テ
ナ
ー
の
私
の
父
有
賀
繊
太
郎
が
、
森
下
芳
雄
先
生

の
ご
指
導
を
仰
い
で
学
内
の
音
楽
愛
好
家
に
声
を
か

け
、
デ
ン
ト
ン
・
ハ
ウ
ス
で
毎
週
合
唱
す
る
集
い
を

も
っ
た
。
お
互
い
に
励
ま
し
合
い
、
ま
た
敵
国
人
と

し
て
軟
禁
下
の
デ
ン
ト
ン
先
生
を
お
慰
め
す
る
の
が

目
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
会
を
称
し
て
「
玉
石
会
L
。
私

の
父
な
ど
は
。
戸
で
、
勿
論
。
玉
、
は
テ
ィ
先
生

だ
っ
た
。

戦
後
同
志
社
の
音
楽
熱
は
解
放
感
と
と
も
に
再

び
高
ま
り
、
私
は
女
専
の
聖
歌
隊
の
一
員
と
し
て
、

活
力
溢
れ
る
先
生
の
ご
指
導
を
う
け
る
こ
と
が
で
き

た
。
友
人
の
声
楽
の
レ
ッ
ス
ン
の
伴
奏
者
と
し
て
お

宅
に
伺
い
、
私
ま
で
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
い
た
だ
き
、

あ
げ
く
の
果
て
は
夕
食
ま
で
ご
馳
走
に
な
っ
て
話
し

込
ん
で
い
た
こ
と
も
度
々
だ
っ
た
。
テ
ィ
先
生
は
再

開
さ
れ
た
「
メ
サ
イ
ヤ
L
 
を
は
じ
め
、
諸
種
の
オ
ラ

ト
リ
オ
、
宗
教
曲
の
ア
ル
ト
独
唱
者
と
し
て
大
活
躍

で
、
私
は
た
だ
憧
れ
を
も
っ
て
そ
の
円
熟
し
た
歌
唱

あの人・この人

81



を
拝
聴
し
て
い
た
。

一
九
四
九
(
昭
和
二
四
)
年
四
月
、
女
子
大

学
へ
の
移
行
と
同
時
に
、
女
子
部
の
課
外
音
楽

を
母
胎
と
し
て
音
楽
専
攻
(
現
音
楽
学
科
)
が

発
足
し
た
が
、
テ
ィ
先
生
は
片
桐
哲
学
長
F
.

B
・
ク
ラ
ッ
プ
教
授
中
瀬
古
和
教
授
ら
と
共

草
創
期
の
労
苦
を
坦
わ
れ
た
。
私
は
幸
い

に
も
一
九
五
四
(
昭
和
二
九
)
年
の
秋
よ
り
音

楽
学
科
の
教
員
に
加
え
て
い
た
だ
き
、
音
楽
研

究
発
表
会
に
は
何
回
か
テ
ィ
先
生
の
伴
奏
も
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

テ
ィ
先
生
は
ど
ん
な
困
難
に
も
屈
せ
ず
希
望

を
も
っ
て
生
き
る
こ
と
、
教
え
子
の
一
人
一
人

を
人
格
と
し
て
心
か
ら
愛
し
絶
え
ず
励
ま
す
こ

と
、
そ
し
て
自
ら
命
の
あ
る
限
り
努
力
し
謙
虚

に
学
び
続
け
る
こ
と
を
、
そ
の
長
い
ご
生
涯
を

通
し
て
示
し
て
下
さ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
、
新
島

先
生
が
同
志
社
の
教
師
に
願
っ
て
お
ら
れ
た
こ

と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

テ
ィ
先
生
の
告
別
式
は
六
月
二
十
七
日
(
日
)

の
午
後
、
同
志
社
教
会
佐
伯
幸
雄
牧
師
の
司
式

に
ょ
り
な
つ
か
し
の
栄
光
館
で
、
花
と
音
楽
に

色
ど
ら
れ
て
執
り
行
な
わ
れ
、
学
内
外
の
先
生

を
慕
う
人
々
が
そ
の
広
い
会
場
を
埋
め
た
。
天

に
、

に
帰
ら
れ
た
テ
ィ
先
生
の
み
霊
に
永
遠
の
平
安
を
祈

り
、
神
を
讃
美
し
つ
っ
筆
を
お
く
。

本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
「
し
ば
く
さ
L
同
志
社

創
立
百
周
年
記
念
・
学
報
第
十
四
号
(
同
志
社
女
子

大
学
)
中
の
「
座
談
会
・
同
志
社
よ
も
や
ま
話
1
草

創
期
の
先
生
が
た
を
囲
ん
で
ー
し
を
参
考
に
し
た
他

令
嬢
石
村
雅
子
先
生
(
女
子
大
学
名
誉
教
授
)
よ
り

多
く
の
資
料
を
含
め
、
懇
切
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い

た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
。




